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.
2
2
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創
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子
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新
し
い
文
化
立
国
を
め
ざ
し
て
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出
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者
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小
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美
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忠
志
／
遠
山
敦
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巻
頭
言
？
固
有
と
共
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共
成
・
三
善
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悶
新
し
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国
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し
て

ー
い
き
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き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
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記

・
櫛
形
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立
櫛
形
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学
校
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梨
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4
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時
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•
高
瀬
渓
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湯
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県
）
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翠
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忘
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表
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文化財紹介・輪島塗
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道
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尾
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5
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教
育
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文
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地
域
づ
く
り
®
•
山
口
県
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地
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焦
点
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文
教
施
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中
教
審
ニ
ュ
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ス
．

6
7私
の
本
棚
か
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香
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芳
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68
都
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発
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文
化
ニ
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7
0
こ
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．
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ウ
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・

•
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ニ
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り
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おくたに・ひろし 高知県出身。洋画家。独

立美術協会会員。第 1回文部省派遣芸術家在

タ廿汗修員となる。芸術選奨文部大臣賞、宮本

三郎記念賞、東郷青児美術館大賞、昭和会賞、

独立賞など受賞。現在文化庁芸術家在外研修

員代表世話人。

私
か
第
一
回
文
部
省
派
遣
芸
術
家
在
外
研
修

員
と
し
て
渡
仏
し
た
の
は
、
寒
さ
も
き
び
し
く

な
る
―
一
月
半
ば
で
あ
っ
た
。
パ
リ
の
街
は
、

昔
の
記
念
的
な
建
物
が
い
ま
も
多
数
残
っ
て
い

て
そ
れ
が
美
し
く
と
け
こ
ん
で
い
る
。
ま
た
、

空
気
が
澄
ん
で
い
て
遠
く
ま
で
色
や
形
が
見
や

す
い
と
こ
ろ
に
油
彩
画
の
生
ま
れ
育
っ
て
き
た

こ
と
が
理
解
で
き
る
。
夏
は
あ
ま
り
暑
く
な
く

八
時
ご
ろ
に
な
っ
て
も
日
は
沈
ま
ず
、
冬
は
大

変
寒
く
、
一

0
月
ご
ろ
か
ら
三
月
ご
ろ
ま
で
は

雨
の
多
い
毎
日
で
、
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
郊

う
な
道
で
も
ほ
と
ん
ど
舗
装
さ
れ
、
歩
道
に
は

必
ず
青
々
と
し
た
大
き
な
並
木
が
あ
り
公
園
が

多
い
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
立
派
な
公
園
が
あ
り
、

の
ん
び
り
と
休
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
の
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
下
水
道
が
大
変
発
達
し

て
い
て
、
朝
夕
青
い
服
を
着
た
若
者
が
、
道
路

、

ち

り

の
脇
の
下
水
道
へ
の
小
さ
な
穴
か
ら
塵
を
洗
い

流
し
て
い
る
。
一
昨
年
パ
リ
に
出
か
け
た
が
、

郊
外
に
新
都
市
が
で
き
つ
つ
あ
る
の
を
除
け
ば

あ
ま
り
変
化
は
感
じ
な
か
っ
た
が
、
掃
除
の
若

者
の
服
が
グ
リ
ー
ン
色
に
変
わ
っ
て
い
る
の
に

は
さ
す
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
国
と
思
っ
た
。
モ

ン
パ
ル
ナ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
も
時
々
出
か
け

た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
な
勉
強
の
方
法
は
、

日
本
の
美
術
学
校
な
ど
と
特
に
違
っ
た
と
こ
ろ

は
な
い
が
、
自
由
制
作
教
室
、
静
物
教
室
な
ど

と
い
う
教
室
が
あ
り
、
静
物
教
室
で
は
自
分
の

好
み
の
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
せ
て
「
制
作
中
動
か

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
書
い
て
お
け
ば
、

自
分
の
納
得
す
る
ま
で
制
作
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
裸
婦
習
作
教
室
に
は
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ

の
描
い
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
よ
う
な
足
の
長
い
モ

外
に
出
な
け
れ
ば
太
陽
を
見
る
こ
と
も
日
光
浴

も
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
で
き
な
い
。

人
間
の
気
持
も
そ
の
よ
う
に
暗
く
な
る
し
身
体

に
抵
抗
力
も
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
七
、
八
月

は
太
陽
を
求
め
て
バ
カ
ン
ス
に
行
く
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
お
お
げ
さ
に
言
え
ば
七
、
八

月
は
、
パ
リ
ジ
ャ
ン
た
ち
は
バ
カ
ン
ス
に
繰
り

出
し
て
街
に
は
観
光
客
ぱ
か
り
に
な
っ
て
し
ま

う
。
パ
リ
の
街
は
石
を
並
べ
て
石
畳
の
道
路
を

作
り
、
必
ず
歩
道
の
あ
る
こ
と
に
は
感
心
す
る
。

郊
外
に
出
て
田
舎
町
の
小
さ
な
私
道
に
近
い
よ

き
っ

デ
ル
さ
ん
が
居
る
の
に
は
吃
驚
し
た
。
教
授
は

普
通
木
曜
日
と
土
曜
日
の
制
作
の
終
わ
っ
た
こ

ろ
に
来
る
。
日
本
の
美
術
学
校
な
ど
で
は
時
間

に
な
れ
ば
さ
っ
さ
と
モ
デ
ル
さ
ん
は
帰
っ
て
し

ま
う
が
、
終
わ
っ
て
も
先
生
が
指
導
し
て
い
る

間
は
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
て
、
そ
れ
を
見
な
が
ら

教
授
は
批
評
を
す
る
。
日
本
だ
と
二

0
分
ポ
ー

ズ
を
し
て
一

0
分
休
む
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
四

0
分
ポ
ー
ズ
を
し
て
二

0
分
休
み
な
の
は
制
作

に
集
中
で
き
て
勉
強
す
る
の
に
大
変
良
い
と
思

う
。
デ
ッ
サ
ン
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
こ
と
は

特
に
厳
し
い
と
思
っ
た
。
デ
ッ
サ
ン
と
い
う
考

え
方
が
非
常
に
は
っ
き
り
と
し
た
線
を
持
ち
、

絵
画
的
に
面
白
い
と
か
の
問
題
は
二
の
次
で
、

ま
ず
形
の
追
求
を
徹
底
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
か

わ
り
そ
の
段
階
が
過
ぎ
る
と
非
常
に
自
由
に
の

び
の
び
と
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い

る
よ
う
に
思
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し

て
な
ん
だ
か
世
界
が
身
近
に
考
え
ら
れ
、
自
分

ど
し
て
も
大
き
く
目
を
開
い
て
い
か
ね
ぱ
と
考

え
て
い
る
。

随
想

奥谷 博

芸
術
家
在
外
研
修
の
思
い
出

31 30 



特
別
記
事9
9

墨
—
そ
の
直
履

―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

―
-
―
―
―
―
-
=
―
-
=
―
―
-
―
 

大

岡

信

●

事

例

紹

介

宮

崎

県

立

北

高

等

学

校

ほ

か

●
座
談
会

ユ
ネ
ス
コ
と
我
が
国
が

果
た
す
べ
き
役
割（

出
席
者
）
猪
口
邦
子
／
西
島
安
則

三
角
哲
生
／
（
司
会
）
本
間
政
雄

●
エ
ッ
セ
イ

人
•
こ
の
道

教
育
・
文
化
と
地
域
つ
く
り
ー
大
分
県
野
津
町

都
道
府
県
発
ー
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

栃
木
県
・
静
岡
県
・
京
都
府
・
熊
本
県

青
木
怜
子

●
論
文

世

界

の

教

育

と

ユ

ネ

ス

コ

潮

木

守

●
巻
頭
言

ユ
ネ
ス
コ
の

50年
三

浦

朱

門

特集． 
ユネスコ
50周年

●
次
号
(

1

0

月
号
）
目
次

▽
今
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
、
「
新
し
い

文
化
立
国
を
め
ざ
し
て
」
で
す
。
戦
後

五

0
年
を
迎
え
、
経
済
的
に
は
大
き
な

発
展
を
み
た
今
日
、
こ
れ
か
ら
は
心
の

豊
か
さ
を
求
め
る

r
文
化
の
時
代
」
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

文
化
庁
に
設
置
さ
れ
て
い
る
文
化
政

策
推
進
会
議
に
お
い
て
、
新
し
い
文
化

立
国
を
目
指
し
て
今
世
紀
中
に
推
進
す

べ
き
重
点
施
策
六
項
目
に
つ
い
て
の
提

言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
月

号
で
は
、
こ
の
報
告
を
踏
ま
え
て
、
推

進
す
べ
く
文
化
政
策
の
諸
課
題
に
つ
い

て
特
集
し
て
い
ま
す
。

▽
今
年
は
、
芸
術
祭
五

0
周
年
で
も
あ

り
ま
す
。
第
五

0
回
を
記
念
し
、

l

o

月
一
日
か
ら
―
一
月
―
一
日
ま
で
の
間
、

二

0
の
公
演
等
が
東
京
（
一
公
演
は
大

阪
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
・

に
も
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
し
い
公
演
内
容
は
、
文
化
庁
芸
術
祭

執
行
委
員
会
(

O

三
ー
三
五
八
一
ー
ニ

集

八
五
七
）
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▽
読
者
の
皆
さ
ん
は
新
国
立
劇
場
に
つ

い
て
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

新
国
立
劇
場
は
四
面
舞
台
を
有
す
る

大
劇
場
を
は
じ
め
三
つ
の
劇
場
を
持
ち
、

オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
演
劇
等
の
現
代
舞

台
芸
術
上
演
の
た
め
の
劇
場
と
し
て
世

界
的
な
規
模
で
、
東
京
・
初
台
に
建
設

が
進
ん
で
い
ま
す
。
四
年
半
に
お
よ
ぶ

大
工
事
で
平
成
九
年
二
月
に
完
成
し
、

こ
け
ら

秋
に
は
柿
落
し
が
盛
大
に
行
わ
れ
る

予
定
で
、
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
本
当

に
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
地
に
は
民
営
の
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
施
設

も
完
成
す
る
予
定
で
、
二
年
後
に
は
他

に
類
を
み
な
い
文
化
発
信
の
街
が
初
台

に
完
成
し
ま
す
。
数
年
前
、
こ
の
新
国

立
劇
場
（
当
時
は
第
二
国
立
劇
場
（
仮

称
）
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
）
の
建
設

に
携
わ
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
も
待
ち

遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

(

T

.

k

)

『
読
者
か
ら
の
た
よ
り
』
欄
へ
の
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
誌
を
読
ん
で
の
御

感
想
、
御
意
見
等
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
稿
規
定

①
一
件
に
つ
き
四

0
0
字
以
内
②
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
明
記
（
誌
上
匿
名
可
）
③
掲
載
分
に
は
薄
謝
進
呈

※
文
章
を
一
部
手
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
送
り
先

〒
IOO
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
ー
ニ
ー
ニ

文
部
省
大
臣
官
房
政
策
課

後

「
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部
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